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The effects of the job hunting experience of university students on their mental health 

―Focusing on beliefs about failure and resilience―

Miho TAKAHASHI, Kazuko ISHIDU, Shinichiro MORITA

　Though much research has been conducted regarding stress or mental health problems from the job hunting activities of 

university students, few studies have focused on its positive effects on their later lives.  In this study, the long-term effects of the 

job hunting activities of university students on their beliefs about failure and life-career resilience were investigated.  Data was 

gathered through internet research from the university students in their third or fourth year.  Of the students studied, 200 were 

currently engaged in job hunting activities, 69 were already finished with their job hunting activities and 131 were the students 

were not concerned about job hunting activities at that time.  Variance analysis and multiple regression analysis were conducted 

using all factors, including the experience of failure, the experience of overcoming failure, 4 factors of beliefs about failure and 

5 factors of life-career resilience.  The results showed the possibility that job hunting activities generate resilience of continuous 

coping and reality acceptance which are both negatively related to anxiety and depression in students who have finished the job 

hunting.  This result suggests that the resilience derived from job hunting has a positive effect on later mental health.

　Ｃ． 本研究の限界と課題

１．問題と目的

Ａ．問題の背景と就職活動のストレス研究

　1990年代以降，フリーターや若年無業者の増加な
ど，若年層の就労問題が注目を集めてきた。特にリー

マン・ショック後の採用縮小後，新規学卒者の就職率

は落ち込み，厳しい就職状況が続いた。近年ようやく

新規学卒者の就職率は漸増傾向にあり，25年度には
67.3％にまで回復した（文部科学省，2013）１)

。ただ

し，これには円安や震災の復興需要の影響もあること

から，新規学卒者の就職率の改善は一時的にとどまる

可能性もあり，誰もが簡単に内定を獲得できる安定し

た雇用情勢とはいいがたい。本田（2010）２)
は，1993

年頃から2004年頃の採用の冷え込みを経た2005年頃
以降の就職と採用に関する活動が，時期における「早
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期化」と「長期化」，企業側・学生側双方の「厳選化」，

プロセスや手続きにおける「煩雑化」などの特徴を持

ち，学生と企業にとって負担が大きく，効率性も失わ

れていることを示している。

このような新卒学卒者の就職活動の厳しさを受け

て，近年就職活動のストレスに注目した研究が多く行

われてきた。就職活動のストレスを測定する尺度を作

成した北見・茂木・森（2009）３)
は，就職活動経験が

ある者の方が経験がない者に比べて精神的健康状態が

有意に悪いことを見い出した。また，女子短大生と

四大生の就職活動のストレスを気分プロフィール調査

（日本語版POMS）を用いて比較した梅澤（2000）４)
の

研究では，内定の有無に関わらず女子短大生の方が四

大生の方よりもPOMSが悪いことが明らかになってい
る。これらは，校種による違いはあるものの就職活動

のストレスが精神健康や気分状態にネガティブな影響

を及ぼすことを示す結果といえよう。

また，就職活動による心理的ストレスの関連要因に

関する研究も行われてきた。就職活動に関する研究の

中で最も注目されてきた変数の一つが自己効力感であ

る。女子短大生を対象に，進路選択に対する自己効力

と就職活動との関連と就職活動が自己概念の明確化に

与える影響を検討した浦上（1996a）５)
は，進路選択に

対する自己効力感が就職活動に結びつくことを明らか

にした。また，就職活動に関する自己効力感を測定す

る尺度を作成した太田・ 田畑・岡村（2012）６)
は，就

職活動の自己効力感の内「自己と就職の統合への期

待」と「就職活動への結果期待」は，「就職活動への

効力期待」を高めることによって，間接的に努力量を

高める効果を持つことが示唆された。その他にも，関

連要因としてソーシャルスキルに注目した研究では，

内定者の方がソーシャルスキルが高く，就職活動尺度

における就職活動の計画・実行も高いこと，ソーシャ

ルスキルとストレスの低さが関係することが示されて

いる（種市，2011）７)
。これらの自己効力感やソーシャ

ルスキルなどの関連要因がストレスに及ぼす影響を探

ることによって，就職活動のストレスの個人差が理解

されるとともにコーピング方略についての検討がなさ

れている。

就職活動をストレスフルな活動と見なすのであれ

ば，就職活動中の学生に対する援助という視点から研

究を行うことは有効である。実際に，就職活動のス

トレスを低減するための援助に関する研究や（高橋・

岡田，2013８)
；土田・平部・田島，2010９)

），就職活

動のやる気を出させる声掛けについて検討した研究

（浦上・山中，2012）10)，就職活動中の学生の自己効
力感をいかに高めるかについて検討した研究（佐藤，

2013）11)などが行われている。

Ｂ．就職活動の影響を考える視点

これらの研究が示唆するように，様々な対処方略や

援助により就職活動中のストレスを低減した方が短期

的な精神健康度は良いと考えられる。しかし，就職活

動のやる気や自己効力感を高めたとしても，就職活動

そのもののストレスをなくすことはできない。また，

中長期的な視点から考えれば，就職活動のストレスを

なくすことが本当の意味で個人のためになるのか，と

いう視点も重要と考えられる。たとえば，たとえスト

レスフルな体験であっても，その体験を持つことに

よって中長期的にはポジティブな影響がもたらされる

可能性もある。就職活動が進まない経験，あるいは結

果的に思うような就職ができなかった経験は失敗体験

とも捉えうる。しかし，失敗観については失敗に対す

る信念の違いが適応的な行動選択につながる可能性が

示唆されており，失敗のポジティブな効果を引き出す

ためには失敗に関する捉え方や価値観が影響すると

いう指摘もある（池田・三沢，2012）12)。したがって，
一連の就職活動経験をしたことによって失敗の捉え方

や価値観は影響を受ける可能性があり，それによって

ポジティブな効果が得られる可能性もある。

さらに，近年では，人生の苦境を生き抜く力として

レジリエンス研究が盛んにおこなわれているが，就職

活動が思うようにならない失敗体験を持つことによっ

て，今後の人生の苦境を生き抜くレジリエンスが身に

つく可能性もある。レジリエンスは「深刻な危険性に

もかかわらず，適応的な機能を維持しようとする現

象」と定義されているが（Rutter，1985）13)，高橋・石
津・森田（印刷中）14

)
はレジリエンスの概念をライフ

キャリアに適用し，「不安定な社会の中で自らのライ

フキャリアを築き続ける力」をライフキャリア・レジ

リエンスと称して，ライフキャリアを生き抜くための

レジリエンスに注目してきた。就職活動は若年層に

とってライフキャリア選択の機会の一つである。就職

活動で思うように内定が出ない苦境を乗り越えて社会

参加をしていく若年層にとって，就職活動がライフ

キャリア・レジリエンスを高める効果を持つ可能性が

あると考えられる。そして，それによって精神健康が

高まる可能性もあると推察される。

しかし，髙橋・岡田（2013）が「進路選択に関して
は自己効力と進路探索行動や進路決定の関連，自己効
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力に影響する要因の研究が蓄積されているが，就職活

動における経験がその後に及ぼす影響に関する研究は

少なく，就職活動を通じた成長の全体的構造が把握さ

れていない」と指摘するように，就職活動体験がもた

らす影響に関する研究は十分に行われていない。浦上

（1996b）15)は女子短大生を対象に，就職活動を通じた
自己成長力の伸長について検討し，就職活動期には全

体的に自己成長力が伸長すること，特に積極的に就職

活動を行い，それを再度吟味した者ほど自己成長力が

高まることを見いだした。さらに，大学生の就職活動

による自己成長感について探索的検討を行った 髙橋・
岡田（2013）は，自己成長感は「他者関係の構築」「課
題遂行スキルの獲得」「自己理解と自己受容」「社会へ

の積極的関与」「感情の統制」の５因子からなること

を示したうえで，文系，就職活動量が多い，困難度が

高い，結果に対する満足感が高いほど成長感が高まる

ことを明らかにした。また，就職活動の結果として，

ストレス対処能力に注目した研究（白井，2009）16)や，
大学生の就職活動によって自己効力感が高まることを

示した研究（城，2010）17)など，いくつかの研究では
就職活動を行うことによってポジティブな影響がもた

らされることが示されている。しかし，就職活動につ

いて，失敗の捉え方や価値観およびレジリエンスに及

ぼす影響について検討した研究は見られない。

Ｃ．本研究の目的

以上より，大学生の就職活動に関しては就職活動中

のストレスに注目した研究が多く行われてきたが，就

職活動をライフキャリアの体験の一つと捉え，中長期

的な視点から就職活動という経験が失敗の捉え方やラ

イフキャリア・レジリエンスにどのような影響を及ぼ

すのか，という視点から論じることによって就職活動

のポジティブな側面も含めた理解が可能になると考え

られる。また，その影響と精神健康の関係性を検討す

ることによって，就職活動の体験が精神健康に及ぼす

影響についてポジティブな側面も含めて検討すること

ができる。したがって，本研究では，就職活動中の人

（以下，就活中群），就職活動を終了した人（以下，就

活終了群），就職活動をしていない人（以下，非就活

群）の３群に分けて，その精神健康度，失敗観，ライ

フキャリア・レジリエンスについて検討し，就職活動

の影響についてポジティブな影響も含めて検討するこ

とを目的とする。

２．調査の概要

Ａ．方法　調査は2014年３月にインターネット調
査によって実施した。インターネット調査会社からリ

サーチモニター登録者に対してアンケートの告知メー

ルを配信し，アンケート調査への協力を依頼した。倫

理的配慮として，回答画面の冒頭に回答は任意である

こと，および個人情報の保護について記載した。また，

第一人者の所属する大学の倫理審査委員会より了承を

得て実施した。

Ｂ．調査対象者　大学の学部３年生・４年生に在籍す

る大学生400名（男性199名，女性201名，平均21.95歳，
SD＝1.13歳）を対象にデータを収集し，すべて分析対
象とした。調査対象者の属性は，学年については３年

生201名，４年生199名，就職活動状況については就職
活動中の学生（就活中群）200名，就職活動を終了し
た者（就活終了群）69名，就職活動をしていない者
（非就活群）131名であった。なお，非就活群には，４
年生であっても進学などの理由で「進路として就職を

希望しないので，就職活動をしていない」群（71名）
と，就職希望はあるものの「まだ就職活動を始めてい

ない」群（60名）の両方が含まれている。

Ｃ．調査内容　失敗観尺度，成人版ライフキャリア・

レジリエンス尺度短縮版，精神健康度尺度の３つの尺

度を使用した。尺度の概要を以下に示すとともに，各

尺度の項目例を表１に示す。

① 　失敗観尺度（池田・三沢，2012）24項目４因子
（「失敗のネガティブ感情価」「失敗からの学習可能

性」「失敗回避欲求」「失敗の発生可能性」）：回答

は，「全くそう思わない（１点）」から「非常にそう

思う（５点）」の５件法で尋ねた。

② 　成人版ライフキャリア・レジリエンス尺度短縮版
（高橋・石津・森田，印刷中）20項目５因子（「長
期的展望」「継続的対処」「多面的生活」「楽観的思

考」「現実受容」）：回答は，「全然当てはまらない（１

点）」から「非常によく当てはまる（６点）」まで

の６件法で尋ねた。

③ 　精神健康度尺度（新納・森，2001）18)12項目２因
子「不安・抑うつ」「活動障害」：回答は，４件法で

求めた。得点が低いほど，メンタルヘルスが良好で

あることを示す。

さらに，デモグラフィックデータとして，年齢，性

別，学年に加え，失敗経験，失敗克服経験について尋
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ねた。失敗経験は，「失敗経験はありますか」という

設問に対し，「たくさんある（１点）」「多少はある（２

点）」「あまりない（３点）」「全くない（４点）」の４

件法で尋ねた。失敗克服経験については，「失敗を克

服した体験はありますか」という設問に対し，「たく

さんある（１点）」「多少はある（２点）」「あまりない

（３点）」「全くない（４点）」の４件法で尋ねた。

３．結果

Ａ．分析１：就職活動状態別による各変数の分散分析

就職活動状態と諸要因の関連を調べるために，就職

活動状況を独立変数とし，失敗観尺度の４つの下位尺

度（失敗ネガティブ感情価・失敗からの学習可能性・

失敗回避欲求・失敗の発生可能性），精神健康度の２つ

の下位尺度（不安・不眠，活動障害），ライフキャリア・

レジリエンスの５つの下位尺度（長期的展望・継続的

対処・多面的生活・楽観的思考・現実受容），失敗経験，

失敗克服経験を従属変数とした１要因３水準（就活中

群・就活終了群・非就活群）の分散分析を行った。

３つの群ごとに，各尺度得点の平均値とSDを算出
したものを表２に示す。分散分析の結果は表２に示す

とおり，失敗ネガティブ感情価，不安・抑うつ，活動

障害，継続的対処，現実受容において，群の主効果が

有意であった（順に，F(2, 397)＝7.17，p＜ .01，F(2, 
397)＝6.63，p＜ .01，F(2, 397)＝7.31，p＜ .01，F(2, 
397)＝4.52，p＜ .05，F(2, 397)＝4.88，p＜ .01,）。多
重比較の結果，失敗ネガティブ感情価については就活

中群と非就活群が就活終了群より高く，不安・抑うつ

と活動障害については就活中群が就活終了群より高

く，継続的対処については非就活群より就活終了群が

高く，現実受容については非就活群より就活終了群が

高い結果が示された。

Ｂ．分析２：関連変数と精神健康度の関係性の検討

次に，就活中群と就活終了群の精神健康度に影響す

る要因を検討するため，精神健康尺度の不安・抑う

つと活動障害と失敗観尺度の４つの下位尺度（失敗ネ

ガティブ感情価・失敗からの学習可能性・失敗回避欲

求・失敗の発生可能性）と成人版ライフキャリア・レ

ジリエンス尺度短縮版の５つの下位尺度（長期的展

望・継続的対処・多面的生活・楽観的志向・現実受

容），失敗経験，失敗克服経験，それぞれの変数間の

pearsonの相関係数を算出した。結果を表３に示す。
就活中群については，不安・抑うつは楽観的思考，

継続的対処と失敗経験，失敗からの学習可能性と弱い

負の相関（順に，r=－ .30，p＜ .01，r=－ .27，p＜ .01，
r=－ .16，p＜ .05，r=－ .15，p＜ .05）が認められ，失
敗ネガティブ感情価，多面的生活と弱いもしくは中程

度の正の相関（順に，r=.49，p＜ .01，r=20，p＜ .01）
が認められた。活動障害は，失敗からの学習可能性，

楽観的思考，継続的対処，現実受容と弱い負の相関

（順に，r=－ .32，p＜ .01，r=－ .34，p＜ .01，r=－ .34，
p＜ .01，r=－ .20，p＜ .01）が認められ，失敗経験克服，
失敗ネガティブ感情価，失敗回避欲求と弱い正の相関

（順に，r=.22，p＜ .01，r=.29，p＜ .01，r=.22，p＜ .01）
が認められた。

就活終了群については，不安・抑うつは失敗経験，

継続的対処，現実受容と弱い負の相関（順に，r=－ .29，
p＜ .05，r=－ .41，p＜ .01，r=－ .35，p＜ .01）が認めら
れ，失敗ネガティブ感情価と弱い正の相関（r=.26，p
＜ .05）が認められた。活動障害は，失敗からの学習可
能性，長期的展望，継続的対処，多面的生活，楽観的

思考，現実受容と弱い負の相関（順に，r=－ .31，p＜ .01，

表１　尺度の因子別項目例

尺度名 因子名 項目例

失敗観尺度 失敗のネガティブ感情価 失敗したことを，私は後々まで気にしてしまう

失敗からの学習可能性 失敗をすることで，一皮むけることができる

失敗回避欲求 失敗とは，決して起こしてはいけないことだ

失敗の発生可能性 失敗とは，よくあることだ

成人版ライフキャリア・
レジリエンス尺度

長期的展望 すぐに成果が出なくても，今できることをやることが大事だと思う

継続的対処 常に，新しいチャンスを見のがさないように準備している

多面的生活 人生では，仕事以外に，楽しめるような趣味をもちたいと思う

楽観的思考 ものごとが思ったように進まない場合でも，きっと何とかなると思う

現実受容 必要に応じて目標のレベルを下げることができる

精神健康度尺度 不安・抑うつ 心配ごとがあって，よく眠れないようなことは

活動障害 何かをする時いつもより集中して
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表２　就活状況群別の分散分析の結果

群名 度数 平均 標準偏差 F値 下位検定 ηp2 検定力

失敗経験 １．就活中 200 1.67 0.64 2.42 0.01 0.49
２．就活終了 69 1.88 0.85
３．就活をしていない 131 1.69 0.76

失敗克服経験 １．就活中 200 2.31 0.62 2.12 0.01 0.44
２．就活終了 69 2.23 0.73
３．就活をしていない 131 2.43 0.75

失敗ネガティブ感情価 １．就活中 200 3.63 0.80 7.17** 1,3>2 0.04 0.93
２．就活終了 69 3.20 1.10
３．就活をしていない 131 3.67 0.92

失敗からの学習可能性 １．就活中 200 3.34 0.75 1.59 0.01 0.34
２．就活終了 69 3.51 0.85
３．就活をしていない 131 3.31 0.81

失敗回避欲求 １．就活中 200 2.84 0.87 2.06 0.01 0.42
２．就活終了 69 2.60 0.87
３．就活をしていない 131 2.76 0.82

失敗の発生可能性 １．就活中 200 3.31 0.67 1.57 0.01 0.33
２．就活終了 69 3.16 0.80
３．就活をしていない 131 3.34 0.68

不安・抑うつ １．就活中 200 2.42 0.65 6.63** 1>2 0.03 0.91
２．就活終了 69 2.10 0.59
３．就活をしていない 131 2.28 0.62

活動障害 １．就活中 200 2.26 0.55 7.31** 1>2 0.04 0.94
２．就活終了 69 1.98 0.40
３．就活をしていない 131 2.15 0.52

長期的展望 １．就活中 200 4.30 0.78 0.87 0.00 0.20
２．就活終了 69 4.38 0.97
３．就活をしていない 131 4.22 0.89

継続的対処 １．就活中 200 3.67 0.91 4.52* 2>3 0.02 0.77
２．就活終了 69 3.88 0.86
３．就活をしていない 131 3.48 0.92

多面的生活 １．就活中 200 4.59 0.92 0.26 0.00 0.09
２．就活終了 69 4.65 0.96
３．就活をしていない 131 4.54 1.16

楽観的思考 １．就活中 200 3.77 0.96 1.61 0.01 0.34
２．就活終了 69 3.91 0.95
３．就活をしていない 131 3.65 1.04

現実受容 １．就活中 200 3.92 0.75 4.88** 2>3 0.02 0.80
２．就活終了 69 4.07 0.80
３．就活をしていない 131 3.72 0.88

**p<.01，*p<.05
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r=－ .28，p＜ .05，r=－ .39，p＜ .01，r=－ .34，p＜ .01，
r=－ .28，p＜ .05，r=－ .34，p＜ .01）が認められ，失敗
回避欲求と弱い正の相関（r=.33，p＜ .01）が認められた。
さらに，就活中群と就活終了群の精神健康度に影響

する要因を検討するため，精神健康尺度の不安・抑う

つと活動障害を従属変数とし，相関係数の算出に用い

たすべての変数を独立変数として重回帰分析を行った

（ステップワイズ法による変数選択，変数投入基準p
＜ .05，変数除外基準p＞0.1）。結果を表４に示す。そ
の結果，就活中群において，不安・抑うつについては

調整済みR2は0.26（p＜ .001）で，失敗ネガティブ感情
価（β=0.44，p＜ .001）は正の標準偏回帰係数が有意
であり，楽観的思考（β=－0.17，p＜ .01）は負の標
準偏回帰係数が有意であった。活動障害については，

調整済みR2は0.21（p＜ .001）で，失敗ネガティブ感
情価（β=0.19，p＜ .01）と失敗の発生可能性（β=0.14，
p＜ .05）は正の標準偏回帰係数が有意であり，継続的
対処（β=－0.20，p＜ .01）と失敗からの学習可能性
（β=－0.26，p＜ .001）は負の標準偏回帰係数が有意
であった。

　就活終了生において，不安・抑うつについては調整

済みR2は0.33（p＜ .001）で，長期的展望（β=.32，p
＜ .05）は正の偏回帰係数が有意であり，現実受容（β=
－0.50，p＜ .001）と継続的対処（β=－0.33，p＜ .01），
失敗経験（β=－0.31，p＜ .01）は負の標準偏回帰係数
が有意であった。活動障害については調整済みR2は0.23
（p＜ .001）で，失敗回避欲求（β=0.31，p＜ .01）は正
の標準偏回帰係数が有意であり，継続的対処（β=－
0.38，p＜ .01）は負の標準偏回帰係数が有意であった。

４．考察

Ａ ．就職活動状況の違いと失敗体験，失敗観，ライフ
キャリア・レジリエンスの関係

本研究では，就職活動をライフキャリアの一つの体

験と捉え，中長期的な視点から就職活動という経験が

失敗の捉え方やライフキャリア・レジリエンスにどの

ような影響を及ぼすのかを明らかにするとともに，精

神健康への影響を検討することを目的とした。就職

活動の影響を検討するために大学３・４年生を対象と

し，さらに就職活動状況という視点から，就活中群，

就活終了群，非就活群の３群に分けて分析を行った。

就職活動状況と諸要因の関連を調べるために，就職

活動状況を独立変数とし，失敗観尺度の４つの下位尺

度（失敗ネガティブ感情価・失敗からの学習可能性・

失敗回避欲求・失敗の発生可能性），精神健康度の２

つの下位尺度（不安・抑うつ，活動障害），ライフキャ

リア・レジリエンスの５つの下位尺度（長期的展望・

継続的対処・多面的生活・楽観的思考・現実受容），

失敗経験，失敗克服経験を従属変数とした１要因３水

準（就活中群・就活終了群・非就活群）の分散分析を

行った。その結果，精神健康度の指標である不安・抑

うつと活動障害については就活中群が就活終了群より

高いことから，就職活動中の人たちは就職活動を終了

した人たちよりも精神健康度が悪いといえる。これ

は，これまでの就職活動研究で指摘されてきた就職活

動のストレスの高さと精神健康への影響に一致する結

果であるといえよう。

失敗観については，就活中群と非就活群が就活終了

群より失敗ネガティブ感情価が高いことが示された。

失敗ネガティブ感情価は失敗をネガティブな感情を喚

起させると考える価値観であることから（池田・三沢，

表３　各変数間の相関係数

失敗経験 失敗克服経験 失敗ネガテ
ィブ感情価

失敗からの
学習可能性

失敗回避
欲求

失敗の
発生可能性

不安・
抑うつ 活動障害 長期的展望 継続的対処 多面的生活 楽観的思考 現実受容

失敗経験 1 0.19* *-0.28** -0.04 -0.01 -0.26** -0.16* -0.08 -0.22** -0.08* -0.16* 0.11 -0.08
失敗克服経験 0.45** 1 0.18* -0.26** 0.21** 0.05 0.16* 0.22** -0.20** -0.42** -0.09 -0.22** -0.19**
失敗ネガティブ感情価 -0.26* -0.19 1 -0.04 0.25** 0.31** 0.49** 0.29** 0.26** -0.24** 0.31** -0.28** 0.09
失敗からの学習可能性 -0.03 -0.35** 0.36** 1 -0.37** 0.22** -0.15* -0.32** 0.39** 0.43** 0.17* 0.39** 0.31**
失敗回避欲求 -0.20 0.11 0.39** -0.01 1 0.04 0.12 0.22** -0.17* -0.16* -0.10 -0.12 -0.08
失敗の発生可能性 -0.35** -0.12 0.52** 0.51** 0.37** 1 0.18* 0.12 0.34** 0.08 0.25** 0.11 0.21**
不安・抑うつ -0.29* 0.05 0.26* -0.16 0.23 0.18 1 0.63** 0.12 -0.27** 0.2** -0.3** -0.10
活動障害 -0.16 0.06 0.08 -0.31** 0.33** -0.03 0.58** 1 -0.03 -0.34** 0.11 -0.34** -0.2**
長期的展望 -0.25* -0.33** 0.25* 0.49** -0.21 0.33** -0.10 -0.28* 1- 0.36** 0.70** 0.38** 0.43**
継続的対処 0.01 -0.11 -0.06 0.45** -0.05 0.19 0.41** -0.39** 0.46** 1 0.17* 0.62** 0.51**
多面的生活 -0.21 -0.17 0.22 0.49** -0.13 0.26* -0.21 -0.34** 0.79** 0.48** 1 0.23** 0.39**
楽観的思考 -0.03 0.01 -0.03 0.25* -0.10 0.37** -0.12 -0.28* 0.47** 0.56** 0.33** 1 0.56**
現実受容 -0.22 -0.22 0.08 0.30* -0.11 0.28* -0.35** -0.34** 0.71** 0.48** 0.66** 0.48** 1

上段：就活中，下段：就活終了
**p<.01，p*<.05
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2012），就職活動を終了した人は，就職活動を経験し
ていない人よりも，失敗をした場合に失敗体験に伴っ

てネガティブな感情を抱きにくいといえる。失敗ネガ

ティブ感情価は失敗と否定的感情との随伴性を強く

認知した経験が多いほど形成されることから（鈴木，

2002）19)，就活終了群は，就職活動がうまくいかない
経験を乗り越えたために失敗経験について否定的感情

を抱かなかったと推察される。それによって，失敗に

よってネガティブ感情が賦活されにくくなっていると

考えられる。

一方，ライフキャリア・レジリエンスについては，

継続的対処については非就活群より就活終了群が高く，

現実受容については非就活群より就活終了群が高い結

果が示された。したがって，就職活動経験がある人は

就職活動をしていない人よりも，たとえ思うようにい

かない時にも継続して対処する粘り強さや，起こって

しまった現実を受け入れる傾向がより強いといえる。

上述のように，確かに就職活動生の精神健康度は悪

く，失敗によってネガティブ感情を掻き立てられる経

験を多くしたと考えられる。しかし，それによって，

思うようにならない現実を受け入れながら継続的に頑

張るライフキャリア・レジリエンスを獲得することが

できるとも考えられる。経験そのものは，失敗などネ

ガティブな意味合いを持つところがあったとしても，

結果的にはその経験があることによってライフキャリ

ア・レジリエンスの獲得というポジティブな体験へと

つながる可能性があるといえる。

Ｂ．就職活動経験の影響について

本研究では，さらに就活中群と就活終了群の精神健

康度に影響する要因を検討するため，全変数間の相関

を算出するとともに，精神健康尺度の不安・抑うつと

活動障害を従属変数，相関係数の算出に用いたすべて

の変数を独立変数として重回帰分析を行った。その結

果，就活中群においては，失敗ネガティブ感情価が不

安・抑うつにポジティブな影響を及ぼし，楽観的思考

がネガティブな影響を及ぼしていることが示された。

就職活動中の失敗体験がネガティブな感情に繋がりや

すく，それが不安・抑うつに影響するのは，これまで

の就職活動のストレス研究に一致する結果といえよ

う。また，楽観的思考が不安・抑うつに対して拮抗作

用を持つことは十分に理解しうるところである。

活動障害については，継続的対処と失敗からの学習

可能性はネガティブな影響が認められたのに対して，

失敗ネガティブ感情価と失敗の発生可能性はポジティ

ブな影響が示された。継続的対処は思うようにならな

いことがあっても継続的に対処をし続けるレジリエン

スである。また，失敗からの学習可能性は失敗を学習

の機会と考える価値観であり，失敗に対して前向きな

態度を保持し，過去の失敗経験を糧にして自信を獲得

すると考えられていることから（池田・三沢，2012），
たとえ就職活動が思うように進まず，失敗体験をした

としても前向きに捉えて継続的に対処をし続けるレジ

リエンスを持つことで精神健康度の活動性の問題は起

こりにくくなると考えられる。一方，失敗のネガティ

ブ感情価と失敗の発生可能性については，いずれも活

表４　就活中群と就活終了群の精神健康度を従属変数とした重回帰分析

就活中群 就活終了群

不安・抑うつ
標準偏回帰係数β

活動障害
標準偏回帰係数β

不安・抑うつ
標準偏回帰係数β

活動障害
標準偏回帰係数β

失敗経験 -0.31**
失敗克服経験

失敗ネガティブ感情価 0.44*** 0.19**
失敗からの学習可能性 -0.26***
失敗回避欲求 0.31**
失敗の発生可能性 0.14*
長期的展望 0.32*
継続的対処 -0.20** -0.33** -0.38**
多面的生活

楽観的思考 -0.17**
現実受容 -0.50**
調整済みR2 0.26*** 0.21*** 0.33*** 0.23***
***p<.001，**p<.01，p*<.05



342 東京大学大学院教育学研究科紀要　第  54  巻　2014

動障害につながる可能性は高いことが明らかとなっ

た。失敗のネガティブ感情価については，「ネガティ

ブ感情価が強いほど失敗を過度に気にし，そのために

課題に挑戦したり、成功を求める欲求が弱いことを示

唆している」とされており、失敗の発生可能性は「失

敗は避けられず誰もが起こりうるものと考える現実的

な価値観」とされている（池田・三沢 , 2012）。就職
活動中の学生は就職活動の中で失敗は起こりうるもの

であるという感覚をリアルに抱くようになる。それに

よって，失敗の可能性があることに挑戦することが怖

くなると，結果的に活動性が低下すると考えられる。

就活終了生においては，不安・抑うつに対して現実

受容と継続的対処，失敗体験がネガティブな影響を及

ぼしていることが明らかとなった。就職活動が終わっ

た人については，失敗経験が多いことによって不安・

抑うつが低くなるという関係性があるといえる。就活

終了生は就職活動中に，活動が思うように進まないと

いう多くの失敗経験を持った可能性がある。上述のよ

うに失敗がネガティブ感情価に結びつく可能性がある

とすると，本来であれば失敗経験が多いことによって

不安・抑うつは高まる可能性がある。しかし，本結果

では，むしろ失敗経験が多いことが不安・抑うつに対

して拮抗作用を持つことが示されている。また，現実

受容と継続的対処の高さも不安・抑うつにネガティブ

に影響していることが示されたことから，思うように

ならない失敗体験があったとしてもそれを受け入れつ

つも諦めずに継続的対処をすることによって，不安・

抑うつは低減する可能性があるといえる。失敗体験そ

のものはネガティブ感情価を賦活させられるストレス

フルな体験ではあるかもしれないが，就職活動を終え

た段階では，多くの失敗体験をしたこと，そしてその

現実を受け入れつつも、対処をし続けるレジリエンス

を持つことが不安・抑うつに対して抑制的に作用す

ると考えられる。ただし，長期的展望についてはポジ

ティブな影響が示されており，先々のことを考えると

不安・抑うつが高まる状態にあるといえる。したがっ

て，各要因間の関係性については縦断的な視点を交え

て，さらに詳細に検討する必要がある。

　一方，活動障害については，失敗回避欲求がポジ

ティブな影響を及ぼし，継続的対処がネガティブな影

響を及ぼすことが明らかとなった。失敗回避欲求は失

敗を可能な限り避けたいと考える価値観であり（池

田・三沢，2012），このような回避的な思考に基づい
た行動をすることによって，活動性が低減すると考え

られる。さらに、継続的対処というレジリエンスの低

さが、就職活動終了後には活動性の低下につながって

いると考えられる。したがって、就職活動後に失敗を

恐れる気持ちが高まり、継続的対処もしなくなること

によって活動性が低下する可能性があるといえる。

以上より，本研究では就職活動という経験そのも

のは確かにネガティブ感情価を賦活されるようなネ

ガティブな経験であり，就職活動をしている学生の精

神健康度は低いことが示された。しかし，就職活動

を終えた学生の失敗観やライフキャリア・レジリエン

スに注目することにより，就活終了群の方が継続的対

処や現実受容が高いことが明らかとなった。このこと

から，就職活動をすることによって継続的対処や現実

受容がより高まる可能性が示唆されたといえる。さら

に，就職活動を経験した人は失敗体験を多く持ったこ

と，そしてその現実を受け入れつつも対処し続けるこ

とが重要と考えられる。就職活動そのものはストレス

フルな体験ではあるが，就職活動の中で多くの失敗経

験をし，それを現実として受容してそこから学ぶこと

ができれば，就職活動の体験はその後の良好なメンタ

ルヘルスにつながるという関連性が推察される。これ

らは，ストレスフルな就職活動体験のポジティブな側

面を示唆する結果といえよう。一方で、就職活動後に

失敗を回避する気持ちが高まり、継続的対処ができな

くなると活動性が低下してしまう可能性も示唆された

ことから、就職活動の振り返りや意味付けの機会を得

るなど事後のケアが有効と考えられる。

Ｃ．本研究の限界と課題

　ただし，本研究には，以下のような限界と課題があ

る。方法論について，本調査ではインターネット調査

を行った。したがって，インターネットリテラシーの

高い人からの回答に偏りが生じた可能性がある。今

後，インターネット調査ではない形で，より多くの

データを収集する必要がある。また，国公立大学・私

学，大学の所在地，就職活動の活動エリアについての

詳細は把握できていない。就職活動の体験に影響する

と考えられるこれらの諸要因を考慮した検討が必要で

ある。

さらに，本調査の実施時期は本調査結果に大きな影

響を及ぼしたと考えられる。本調査は多くの就職活

動生が就職活動を終了したと考えられる３月に実施し

た。しかし，2013年度は就職活動の活動解禁が３年
生の12月，採用開始が４年生の３月であったため，３
年生にとっては採用開始前の段階での調査となった。

採用が開始された４月以降の方が就職活動中のストレ
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スフルな状態がより明確に反映されたと考えられる。

ただし，その時期の就活終了生はすでに就労中でもあ

り，同時期に就職活動前後の状態像を比較するための

最適なタイミングについてはより慎重な検討が必要と

考えられる。

　また，分析方法については，就活中群と就活終了群

の重回帰分析を行ったが，時間的な関係性や因果関係

については十分な検討ができていない。今後，他の統

計手法を用いて，より詳細な検討を行うことが望まれ

る。
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